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エンターテインメントの都ハリウッドでベ

ールを脱いだWM9が、いかに衝撃的なテ

クノロジーであるかは2つの言葉に集約で

きる。「ファーストストリーム」「ホームシア

ターエクスペリエンス」。つまり、WM9が

登場することによってインターネット上で

の音楽、映像体験は家庭にあるビデオや

オーディオと同じように、スイッチを入れれ

ばすぐに楽しめるもの（ファーストストリー

ム）になり、その映像や音楽も、まるでホ

ームシアターにいるかのようなクオリティ

ー（ホームシアターエクスペリエンス）で提

供されるようなるのだ。このWM9を構成

しているコンポーネントは以下の4つ。

・Windows Media Player 9 Series

・Windows Media Services 9 Series

・Windows Media Audio and Video 9 

・Windows Media Encoder 9 Series

これらが相互に絡み合って、「ファースト

ストリーム」「ホームシアターエクスペリエ

ンス」を我々に提供してくれるのだが、まず

は9になったことで、右のようにWindows

Media対応の音楽、映像ファイルが格段に

作 り や すくな った Windows Media

Encoder 9について見てみよう。

Windows Media 
Encorder9 Series で直感的に、即エンコーディングの快感

ウィザードでは、制作するコンテンツのクオリティーを選

択しなければならないが、なんと最高はHDTVクオリティ

ー。まさにDVD品質を越えた映像を作り出せるのだ。

最高品質のファイルを作る ファイルの置き場も自由自在

WMAファイルも再生できるMP3プレイヤーが増えている

が、このエンコーダーでは作成したファイルの置き場をサー

バーだけでなく携帯オーディオ機器に指定することもできる。

ウィザードでファイル作成

Windows Media Encorder9を立ち上げ

るとまずはこの画面に遭遇することになる。

ここではエンコーダーで映像、音楽をキャプ

チャーするのか、キャプチャーした映像、音

楽をそのままエンコードして、ライブストリー

ミングにするのかなどの選択肢を選ぶこと

になる。後はウィザードに従って必要事項

を入力、チェックしていくことですぐにWM9

対応のファイルを制作できる。

シ ア ト ル 発

H D T V レ ベ ル 5 . 1 c h サ ラ ウ ン ド 即 時 配 信 常 時 配 信

D o o r 1 ： 誰でも作れるWindows Media
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2002年9月4日、アカデミー賞授賞式が行われる「ハリウッド＆ハイラ

ンド」にて、ついにマイクロソフトデジタルメディア戦略の中枢技術である

「Ｗindows Media9 Series」（以下、WM9）が全貌を明らかにした。

この発表には、同社のビル・ゲイツ会長はもちろんのこと、映画監督のジ

ェームズ・キャメロンなども参加し、WM9がいかにデジタルエンターテ

インメントライフを充実させるかをアピールするイベントとなった。しか

し、WM9の実力はこのイベントを見ただけでは知り得ない。そこで弊

誌は、イベントに先立ちシアトル、マイクロソフト本社で行われたワーク

ショップに単独潜入し、WM9の真の可能性を調査してきた。

ライブカメラでエンコード中

卓上のUSB接続カメラに映る自分の姿を、WMファイル

にエンコードする担当編集者。実際、サーバー上にエン

コードしたファイルをそのまま置いているので、このサー

バーにアクセスすれば、ライブで担当編集者の顔を見る

ことができる。おそらく、映像ファイル関連の基礎知識が

ある人ならば、ものの５分もかからずにこのようなライブエ

ンコードが可能になる。

Scalable Videoでフレームサイズに自由度を持たせる

「Windows Media Encoder9」でエンコードされたファイルにはScalable Videoという機能が付いている。これは、どの

ような接続環境からファイルにアクセスしたとしても、その環境に最適な形でストリーミングを提供するというものだ。これ

により、コンテンツ提供者はユーザーの接続環境に合わせて複数のファイルを用意する必要がなくなる。

●

●

●

●

［初心者担当編集にもできた！］

Windows Media Encoder 9の操作性

の良さは実際に使ってみるとよくわかる。

これまで映像ファイルをエンコードしたこ

とのない担当編集者だが、卓上に置かれ

たUSB接続のカメラを使い、簡単にその

映像をWMファイルにエンコードすること

ができた。その間わずか5分。2、3のウィ

ザード項目にチェックを入れるだけでコン

テンツ制作が可能になっている。また、今

回のエンコーダーでは、デジタルビデオな

ど、IEEE1394経由で接続したデバイスを

直接操作できる。つまりDVで撮影してい

る映像を、そのままライブでWMフォーマ

ットに変換し、すぐに配信するということ

も容易に実現できるのだ。

さらに、これまでコンテンツ提供者は、

ユーザーの環境がわからないため、ナロ

ーバンド用とブロードバンド用というよう

に複数のファイルを用意しなければならな

かったが、このエンコーダーでファイルを

制作すると、サーバー側の技術である

Windows Media Services 9と組み合わ

せることで、１つのファイルをさまざまな

環境のストリーミングに対応することがで

きる。容易なファイル制作機能と合わせ

て、これもコンテンツ製作者側の大きな

助けになる機能だ。
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前頁のWindows Media Encoder 9を

使って制作されるファイルが、Windows

Media Audio（WMA）とWindows Media

Video（WMV）だ。WMAは9にバージョン

ア ップ し た こと で 音 質 が 向 上 、

24bit/96KHzという高いオーディオ品質の

ファイルや5.1chサラウンド対応のファイ

ルを配信できるようになった。同じように

WMVも品質を向上させて、HDTVクオリ

ティーの映像を配信できるようになってい

る。これらは主にブロードバンドユーザーが

受けることのできる恩恵なのだが、ナロー

バンドユーザーにも、もちろん新しいWMA、

WMVの恩恵は与えられる。たとえば右の

映像を見てほしい。「高画質」と位置づけら

れる6MbpsでのMPEG2映像だが、WMV

はほぼ同じ画質を2Mbpsで可能にしてい

る。また300kbpsの環境ではMPEG4の約

2倍の画質で再生できる。これは、前バー

ジョンと比較して、圧縮率をWMAが20パ

ーセント、WMVが最大50パーセント向上

させているために可能になったことだ。

さらに人気アーティスト、ピーター・ガブ

リエルの新作アルバム『UP』が5.1chサラ

ウンドのWMAフォーマットでウェブ上で提

供されるなど、この高品質を実現した

WMA、WMVを利用した動きが活発にな

っている。国内ではすでにエイベックスが、

Windows Mediaテクノロジーを採用した

新譜楽曲のオンラインダウンロード販売を7

月1日に開始しているが、米国マイクロソフト

は、多くのレコード会社とWMA形式でのア

ルバム発売について交渉中で、今後、ウェ

ブ上に5.1chサラウンド、WMA形式のアル

バムが多数提供されることになる予定だ。

Windows Media 
Video/Audio9 がナロー、ブロードでも“高品質”を提供

ナローでも美しいぞ、WMV9

WMVとその他のファイル形式の画質を比較したデモ画

面。編集者がプロジェクターで再生されるデモを写

真に納めてきたものなのでわかりにくいかもしれな

いが、上の写真はMPEG2では約3倍、下の写真は

QuickTime6でサポートされたMPEG4では約2倍の画

質の差WMVとの間にあることを示している。これは

WMVが前バージョンから50パーセントものファイルの圧

縮率向上に成功したからだ。

WMVはCPUにラクさせる

また、Windows Media Videoは特別なアルゴニズムを採

用することで、クライアントマシンのCPUにさほど負荷を

かけずに高画質の映像を再生することが可能になってい

る。このあたりを見ると、Windows Media Videoがた

だ、ブロードバンドでHDTVレベルの映像を提供しよう

としているだけでなく、すべての環境のユーザーに、高品

質な映像を届けるための技術になっていることがわかる

だろう。

Video Smoothでスムーズに

狭い帯域で映像を見るとどうしても、画像の動きがカク

カクしてしまいがちだ。Windows Media Videoでは、この

問題を解決するために「Video Smooth」という機能を取

り入れている。映像は、１秒間に何枚かの画像の連続で

成り立っているが、簡単に言えばこの機能では、常に一

定間隔の画像をダウンロードしてつなげることにより、映

像に偏りをなくしてスムーズに見せるというアルゴリズム

を採用している。これによって、狭い帯域でも映像が

カクカクしないような工夫をほどこしているのだ。

絵と音が出ないのが残念

HDTVレベルの映像と、5.1chサラウンドで再生される

WMAとWMV。雑誌では動画も音声も再現できないの

が残念でしょうがないが、マイクロソフト社の一室で行わ

れたデモは、たんなる会議室がまるで最新鋭の映画館に

なったかのようなインパクトをワークショップの参加者に

与えてくれた。もちろん、この「ホームシアターエクスペリ

エンス」は今すぐに体験可能という訳ではないが、FTTH

が今のADSLくらいまで普及した暁には、「ストリーミング

でホームシアター」という時代がくるのかもしれない。

D o o r 2 ： 5.1ch、HDTVの正体
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「ホームシアターエクスペリエンス」を実

現するWMAやWMVに対して、「ファース

トストリーム」を実現しているのはサーバ

ー側の技術である「Windows Media

Services9」（WMS）だ。

WM9では、ストリーミングコンテンツの

最大のネックであるバッファリングをなく

すシステムを提供しているのだが、

Windows .NETサーバーのなかに組み込

まれるWMSが中心的な役割を担ってこの

システムを完成させている。WMSにこの

「ファーストストリーミング」を実現させて

いるのが「即時配信」「常時配信」という機

能なのだが、これは簡単に言えばすぐに映

像が始まり、もしネットワークが寸断され

たとしても映像が流れ続けるようにすると

いうものだ。ほかにもストリーミングの途

中で映像を切り替えた場合でも、まるでテ

レビのチャンネルを変えるかのように映像

が立ち上がり、さらに見たい場面をバッフ

ァリングなしで再生することも可能だ。

これらの機能はWMSの「FAST START」

「FAST CACHE」という技術に支えられて

いる。「FAST START」「FAST CACHE」

を具体的に言うと、サーバー側でストリー

ミングを行うクライアントが、どれぐらいの

キャッシュの空き容量を持っているか、ま

たアクセスしている回線帯域がどのような

状態にあるかを監視して、そのクライアン

トの状況に応じてキャッシュ領域を変化さ

せ、効率よくクライアントにキャッシュが貯

まるようにする仕組みだ。このWMSが各

メディアサーバーに搭載されるようになれ

ば、まるでテレビのようにウェブ上のコン

テンツを楽しむことも夢ではなくなるのだ。

Windows Media 
Services9 でイラツク「バッファリング」が消えてなくなる

Instant-ON、Always-On

ワークショップのデモでは、Windows 2000サーバーと、

「Windows Media Services9」搭載の.NETサーバーで

の映像再生が比較された。2000サーバーがバッファリ

ングに約20秒程度かけていたのに対し、.NETサーバー

ではわずか１秒足らずで映像がスタート。その後、何度か

バッファリングを繰り返す2000サーバーに対して.NETサ

ーバーでは、映像を止めることなく最後まで再生されてい

た。バッファリングに慣れてしまったユーザーにとって、こ

の「Insatnt-ON」「Always-ON」はかなりの驚きをもって

迎えられるに違いない。

「ファーストストリーミング」を実現するために

Windows Media Services9には接続してい

るクライアントの状況を監視し、コントロール

するさまざまな機能が付いている。その機能の１つを挙げると、アクセスが集中しているときにはサーバー管理者が「常時

配信」「即時配信」機能を提供するコンテンツ、クライアントを限定することで、サーバーを安定的に運営できるというもの

がある。これらの機能は.NETサーバー上で簡単に設定でき、高機能を実現しながらもサーバーを安全に運営するため

の工夫がされたものとなっている。

リミットをかけることでFAST START、FAST CACHEを実現

D o o r 3 ： 即時配信、常時配信機能を体験する

←管理画面からプロパティへ移動
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クライアント側のデジタルコンテンツプ

レイヤー、Windows Media Player9も、9

になったことで大幅な進化を遂げている。

まず、もっとも目に付く変化がタスクバー

に縮小されたときに、ミニプレイヤーとし

て機能する点だろう。さらに、再生中の音

楽、映像の再生スピードを調整する機能、

購入したCDなどからパソコンのハードデ

ィスクにコピーした楽曲を自分の好みに合

わせてプレイリストにできる機能など、マ

ッキントッシュのプレイヤー「iTune」に似

た機能が付け加えられている。

さらに、このプレイヤーには「services」

というタグがつき、ここをクリックすると

「Pressplay」などの楽曲ダウンロード販売

サイトに直接アクセスすることができる。

今後、先ほど触れたようにWMA対応の楽

曲がウェブに提供されるようになれば、CD

以上の音質の楽曲をここで入手できるとい

うわけだ。

Windows Media 
Player9 で音楽ファイル、映像ファイルをカスタマイズ

WMP9ではオプションタグから高度なセキュリティー、プライバシー保護の設定ができる。これは、前バージョンのWM8

で、聴いている音楽のアーティスト情報などをインターネット経由で探しに行くと、そのユーザーの音楽嗜好などのプライ

バシー情報がマイクロソフトに集まり、その扱いを巡って批判が高まっていたことを受けたものとも思われる。

セキュリティーとプライバシーに気をつかってみたWMV9

見た目は、前バージョンと大きな違いはないが、映像や音楽の再生スピードを変えたり、音のトーンを調整できたり、自分

の好みの楽曲だけを選んだプレイリストが作れたりと「できること」が大幅に増えている。現在「services」タグには数社の

楽曲ダウンロード販売サイトしか登録されていないが、今後WMAに対応した高音質楽曲が多く提供されるようになると、

このタグは楽曲購入の窓口として、重要になってくるだろう。

ミニプレイヤーとして操作可能

最小化すると、画面のようにツールバーとして表示される。

ここから再生、停止、早送りなどの基本操作はもちろん、

聴きたい楽曲の選択などもできる。

D o o r 4 ： デジタルコンテンツをより楽しむ

これが「Windows Media Player9」のインターフェイスだ
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WM9の衝撃はパソコンの世界だけにと

どまらない。今年末に北米と韓国でリリー

スされる、ウィンドウズXPの新バージョン

「WindowsXP Media Center Editon」と組み

合わせることによって、家庭内すべてのデ

ジタルコンテンツをつかさどる技術になる

かもしれないのだ。この「Media Center

Editon」はマイクロソフトの進めるeHome

戦略において、家庭内のデジタルコンテン

ツを管理するOSと位置付けられている。リ

ビングでソファーに横たわりながら操作す

るインターフェイスを実現し、大型テレビに

映し出された「MyVideo」「MyMusic」とい

ったカテゴリーから、対応したデジタルコン

テンツをリモコンを使ってテレビで再生で

きるのだ。ここでの「MyVideo」「MyＭｕｓｉ

ｃ」は、もちろんWMA、WMVに対応してい

る。つまり家庭のテレビで5.1chサラウン

ド、HDTVレベルの映画を楽しめるという

ことだ。そしてこのコンテンツは特別に

DVDを買う、レンタルするという形ではな

く、オンラインで購入しそのコンテンツが置

いてある.NETサーバーからインターネット

経由で入手するという形で提供される。

このワークショップに先立ち、Windows

Digital Media Divisionのジェネラルマネ

ージャー、デーブ・フェスター氏は、デジタ

ルコンテンツの需要が急激に増えている

なかで、マイクロソフトはいかにこれをビ

ジネスにつなげていくかといった内容のス

ピーチを行ったが、今回のワークショップ

に参加すると、まさにこのWM9を中心とし

て、マイクロソフトがデジタルコンテンツ

の分野に大攻勢をかけて来ていると実感

することができた。

Media 
Center Edition

Windows
Media9プラス でデジタルコンテンツがリ

ビングに溢れる！

ホームセンターPCがすべてのメ
ディアを管理

マイクロソフトの進めるeHome 戦略では、OS

「WindowsXP Media Center Edition」（写真左）を搭

載したホームセンターPCに、テレビ放送、写真、ビデオ、

音楽などのデジタルコンテンツを一手に管理させるとい

う形をとっている。もちろんWM９形式のコンテンツもこ

のOSの上で使用可能。また.NETサーバーと組み合わ

せることで、オンラインで高音質、高画質のデジタルエン

ターテインメントを購入することもできる。ちなみに、この

OSの操作は基本的に専用のリモコンで行うことになる。

WMA、WMVファイルを活用

「WindowsXP Media Center Edition」の「MyMusic」をリ

モコンで選ぶと、ホームセンターPCに蓄積されている楽

曲ファイルのジャケットが表示される。これらはWMAフ

ァイルとして保存されており、5.1chサラウンドの高音質

で再生できる（写真右）。さらに「MyVideo」を選ぶと、

デジタルビデオカメラで撮影した映像や、WMVの映像

などが並んだページが表れる。さらに、このデモでは、

今後このページに楽曲のダウンロード販売サイトへ飛べ

るリンクを作ると示唆していた。

次の波はデジタルメディア！

今回のワークショップにはWindows Digital Media

Divisionのゼネラルマネージャー、デーブ・フェスター氏ら

が参加した。氏はワークショップに臨み「現在、コンテン

ツプロバイダーなどの企業側からも、ユーザー側からもデ

ジタルコンテンツに対する需要が大きくなっている。マイ

クロソフトはその需要に応えるべく活動しなければならな

いし、そこにこそ今後のビジネスチャンスがあるのだ」と

言いっていた。実際、彼の所属するWindows Digital

Media Divisionは、ここで紹介したWM9とeHome戦

略を用いていつでも、どこでも、どんなデバイスでもリッ

チなデジタルコンテンツを楽しめる環境を整え、企業、ユ

ーザーに提供することを第一ミッションとしている。

現在、マイクロソフトはパソコン販売の落ち込みから、そ

の事業を家電などの分野に進出させようとしているが、フ

ェスター氏の言うミッションがまさに同社の事業シフトの

成功の鍵を握っていると言えよう。

D o o r 5 ： リビングに進出するWindows Media9
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